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宕
霊
蚤
を
寧
黄
葉
霊
最
善
を
蛋
宮
窪
蚤
を
牟
蛋
営

鵬
国
　
民
　
年
　
金
棚

苫
害
意
為
せ
蔓
書
芸
毒
舌
や
寄
警
霊
毒
舌
や
薯
撃

昭
和
5
7
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は

4
月
が
最
終
納
期
で
す

な
納
付
親
閲
が
不
足
し
、
将
来
老
齢
年

金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い

よ
う
に
保
険
料
は
決
め
ら
れ
た
納
付
畑

眼
ま
で
に
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

⑥
守
ろ
う
年
金
三
原
則

聞
知
5
7
4
1
4
月
か
ら
粥
年
3
月
ま
で

の
保
険
料
の
納
付
期
限
は
1
月
末
日
ま

で
で
す
。
4
月
末
日
ま
で
に
納
め
な
い

と
、
刑
で
発
行
さ
れ
た
納
付
訳
で
は
納

め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
国
の
納

付
常
で
銀
行
や
郵
便
局
に
払
い
込
む

か
、
萌
接
、
社
会
保
険
事
務
所
に
出
向

い
て
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
だ

納
め
て
な
い
人
は
、
納
め
忘
れ
が
な
い

よ
う
中
日
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

も
し
納
め
忘
れ
る
と

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
き

ま
す
と
、
金
額
も
多
く
な
り
納
め
に
く

く
な
り
ま
す
し
、
万
一
、
鵜
飼
や
ケ
ガ

で
階
磐
井
に
な
っ
た
と
き
の
障
寓
年
金

や
、
こ
主
人
を
亡
く
し
て
修
子
家
塵
に

な
っ
た
と
き
の
母
子
年
金
な
ど
が
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
ば
か
り
で
な

く
、
老
齢
年
金
を
受
け
ろ
た
め
に
必
嬰

老
後
の
生
活
手
段
と
し
て
一
番

目
に
頼
り
に
す
る
も
の
を
「
公

的
年
金
」
と
答
え
た
人
の
割
合

遊
「
鶏
齢
化
間
馳
調
布
こ
（
昭
和
5
6
年
9
月
・
厚
生
省
）

●
疑
問
の
点
は
な
ん
で
も

’、“i

曽
聖
霊
策
茶
番
争
繁
誓
茎
最
茶
番
争
黄
葉
霊
薄

謝
国
民
健
康
保
険
弼

忠
霊
茎
貴
意
専
華
薯
話
芸
景
蜜
豆
や
寄
書
霊
雷

国
民
健
康
保
険
証
を
切
り
替
え
ま
す

～

国

民

年

金

の

保

険

料

～

4
月
か
ら
月
額
5
8
3
0
円
に

り
ら

を
か

裁
て

00ぇ
銭00朋

l
時

6
5
の

同
比
年
金
は
加
入
者
の
皆
さ
ん
が
納

め
ら
れ
た
保
険
料
と
そ
の
運
用
収
益
お

よ
び
国
庫
負
担
金
を
原
資
と
し
て
支
払

わ
れ
ま
す
。
平
均
非
命
の
延
び
な
ど
で

お
年
縛
り
の
人
口
も
急
激
に
増
え
、
本

格
的
な
甫
胎
化
社
会
を
迎
え
つ
つ
あ
る

と
き
、
年
金
額
は
老
後
生
活
の
支
え
と

し
て
役
立
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せん。そ
こ
で
、
園
封
年
金
の
生
金
融
は
互

年
毎
の
兇
喧
し
と
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
の

常
人
に
よ
っ
て
、
毎
年
年
金
紐
の
引
－

げ
改
定
を
中
心
と
し
て
諸
々
の
改
薄
が

図
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
団
年
度

の
全
国
消
質
客
物
価
指
数
は
五
％
以
下

で
し
た
が
、
特
例
的
に
閥
和
5
7
年
8
月

か
ら
物
価
」
昇
に
見
合
う
年
金
顕
の
引

き
上
げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
年
金
韻
だ

け
を
引
き
上
げ
る
と
支
払
に
必
頭
は
原

資
が
不
足
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
旧
知
5
5
年
の
国
民
年
金

財
政
面
計
舞
に
塞
い
て
五
年
間
、
昭
和

0
0
年
度
ま
で
の
保
険
料
を
段
階
的
に
少

し
つ
つ
引
き
上
げ
ろ
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
年
金
顕
が
物
価
ス
ラ
イ

ド
し
た
と
き
は
、
俸
険
料
に
つ
い
て
も

同
じ
ス
ラ
イ
ド
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
、
国
民
年
金
の
保
険
料

も
4
月
か
ら
五
千
八
百
三
十
円
に
改
定

さ
れ
ま
す
。
国
民
年
金
財
政
収
支
の
バ

ラ
ン
ス
を
図
り
、
年
金
制
戊
を
長
期
に

わ
た
っ
て
飽
食
に
通
常
し
て
い
く
た
め

に
も
必
竣
な
こ
と
で
す
。
皆
さ
ん
の
負

担
も
増
え
ま
す
が
、
あ
は
た
の
年
金
を

よ
り
良
い
も
の
に
す
る
た
め
、
ご
刺
繍

と
保
険
料
の
納
付
に
－
」
協
力
を
お
醐
い

し
ま
す
。

現
棟
使
わ
れ
て
い
る
国
債
秘
蹟
保
険

溝
は
、
昭
和
5
0
笹
3
月
3
1
日
ま
で
し
か

使
え
ま
せ
ん
の
で
、
次
の
出
穂
で
使
用

期
限
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

V
更
新
日
鷹
0
3
月
5
0
日
（
水
）

9
階
∵
（
1
6
時
5
0
分

e
3
月
3
1
日
（
木
＼

9
時
－
1
6
時
0
0
分

∇
更
新
域
所
　
役
場
玄
関

▽
持
参
品
　
今
ま
で
お
使
い
の
国
民
雑

談
保
険
証
と
印
鑑

春
季
卓
球
大
会
開
催

′
日
　
時
　
憫
和
卯
年
3
月
2
7
日
－
′
〓
）

9
時
5
0
分
－
1
7
時

▽
勘
　
所
　
払
渡
小
学
校
休
講
飾

∇
主
∴
悩
　
町
体
育
協
会

V
玉
∴
筒
　
町
卓
球
協
会

＞
競
　
技

。
個
人
戦
＝
オ
ー
ブ
ン
競
技

o
間
休
戦
＝
曲
名
一
チ
ー
ム
で
、
地

厚
、
職
域
等
で
自
由
に
チ
ー
ム
を

納
成
。
小
学
生
（
男
女
不
閲
で
卒

業
生
含
む
）
　
シ
ン
グ
ル
ス
・
女
子

シ
ン
グ
ル
ス
・
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

・
男
女
混
合
ダ
ブ
ル
ス

＼
申
込
締
切
日
　
3
月
1
9
日
ま
で

∇
申
込
先
　
数
寄
委
員
会
社
会
教
育
秋
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第10回　統一地方選挙執行日程表と選挙権

福岡県知事、福岡県裁会讃貝の選挙 �遠賀町長、遠賀町譲会躾貝の選挙 

投　票　日 ���4　月10　日　（日） �4　月　24　日　（田） 

遜∴瑳　告　示 ���県知事　　3月16自 県強会談貝　　3月29日 �4　月17　日 

選 挙 時 登 録 �基∴韓　日 ��県知事　3月14日　　鼎談　3月27日 �4　月15　日 
登　録　日 ��県知事　3月15自　　県謙　3月28日 �4　月16　日 

国　　　籍 �� 

導 �年齢要件 �� �昭和38年4月25日までに生まれた者 
挙 憶 �住所要件 ��県知事繋謹選農露讃謹告晃 �昭和58年1月15日までに振入居をし、引 

県域鴇謀議諜需畿謹告晃 �き続き住民基本合板に登録されている者 

選挙人名 簿の縦覧 ��期間 � � 

場所 � 

田和58年交通安全年間スローガン

思いやり　　ゆする心で　　防ぐ事故　　◇運転者に対するもの◇

続
開
㈲
離
籍
議
員
選
挙

4
月
2
4
日
㈲
　
譜
弼
舘
貝
選
挙

不
在
者
投
票

技
累
日
に
、
仕
部
な
ど
の
「
や
む
を

得
な
い
蒋
情
」
で
投
票
所
に
行
け
な
い

人
の
た
め
に
、
不
在
者
投
票
制
度
が
殻

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

選
挙
の
当
日
、
自
ら
枝
葉
所
に
行
け

な
い
「
や
む
を
得
な
い
薄
情
」
と
は
、

た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
場
合
で
す
。

◎
選
挙
人
（
有
櫛
者
）
が
、
自
分
の
技

票
区
域
外
で
職
務
に
従
導
中
で
あ
る

場
合
（
出
張
な
ど
）

◎
選
挙
人
が
、
や
む
を
得
な
い
用
務
や

郵
政
の
た
め
、
自
分
の
捜
票
区
域
外

に
旅
行
中
ま
た
は
滞
在
中
の
場
合
（

新
婚
旅
行
な
ど
）

◎
病
気
や
出
産
な
ど
で
枝
葉
当
日
入
院

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

◎
交
通
の
便
が
著
し
く
悪
い
場
所
に
住

ん
で
い
ろ
場
合
、
あ
る
い
は
職
務
に

従
野
中
の
場
合
（
離
島
な
ど
）

こ
れ
ら
の
人
は
、
告
示
の
日
か
ら
投

薬
日
の
前
田
ま
で
の
間
に
、
不
在
者
技

柴
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

遠
賀
町
長
、
遠
賀
町

議
会
議
員
一
般
選
挙

説
明
全
会
催

∇
口
　
時
　
昭
和
5
8
年
3
月
2
3
日
（
水
）

1
3
時
か
ら

▽
場
　
所
　
遠
賀
町
役
場
第
二
会
議
蜜

▽
対
　
象
　
町
長
、
町
議
会
議
員
一
般

選
挙
立
候
補
予
定
者

身
体
に
障
害
が
あ
る
た
め

投
票
所
へ
行
け
な
い
人
は

…
…
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

選
挙
の
と
き
、
身
体
に
療
度
の
悼
辞
∴
∴
障
害
で

が
あ
っ
て
、
投
票
日
に
投
薬
所
へ
行
く
　
一
級
ま

こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
人
は
　
　
た
は
三

今
住
ん
で
い
る
場
所
で
投
票
の
記
蛾
を
　
　
級
と
話

し
、
こ
れ
を
郵
送
し
て
技
繋
す
る
こ
と
　
　
絨
さ
れ

が
で
き
ま
す
。

こ
の
制
度
で
投
票
し
よ
う
と
す
る
人

は
、
郊
前
に
郵
便
投
票
証
明
蕾
の
交
付

を
受
け
て
お
か
ね
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
現
祉
郵
便
技
票
証
明
蕊
を
お
持
ち

の
人
で
も
、
有
効
期
限
（
四
年
間
有
効
）

が
切
れ
て
い
ろ
場
合
は
新
た
に
交
付
を

受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

○
重
度
の
障
害
と
は

「
身
体
障
案
者
手
帳
」
ま
た
は
「
賊

傷
締
着
手
帳
」
の
交
付
を
受
け
て
い
ろ

人
で
、
身
体
の
陪
審
の
程
度
が
、
次
に

該
当
す
る
人
で
す
。

用
身
体
障
害
者
に
つ
い
て
は
、
持
っ
て

い
ろ
身
体
陣
営
者
手
帳
に

①
両
下
肢
ま
た
は
体
幹
の
障
害
で
一

級
ま
た
は
二
級
と
組
織
さ
れ
て
い

る
人

②
心
臓
、
じ
ん
臓
ま
た
は
呼
吸
器
の

①
両
下
肢
ま
た
は
体
幹
の
陣
営
で
特

別
項
症
、
第
一
項
症
ま
た
は
第
二

項
症
と
罷
職
さ
れ
て
い
る
人

②
心
臓
、
じ
ん
澱
ま
た
は
呼
吸
器
の

障
害
で
特
別
項
症
、
第
一
項
症
、

第
二
項
症
、
第
三
項
症
と
記
載
さ

れ
て
い
る
大

箱
望
さ
れ
る
人
は
、
遠
賀
町
選
葎
管

理
委
員
会
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
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翻凰纏菅鷺

集塵壌喝轡

た　し　か　め　て　　渡　る　あ∴な　た　が　　子　の　手　本
◇歩行者、自転車、乗用車に対するもの◇

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

∧
遠
賀
ク
ラ
ブ
∨

青
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ

バ
レ
ー
ボ

ー
ル
の
好
き

な
人
、
や
っ

て
み
た
い
と

思
っ
て
い
る

人
は
い
ま
せ

ん
か
？
。
一

経
験
者
ま
た
は
、
弓
道
を
始
め
た
い

人
多
教
の
入
部
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
練
習
日
　
毎
日
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
時
　
間
　
1
8
時
－
2
1
時

▽
甥
　
所
　
芦
屋
弓
道
甥

▽
対
　
象
　
町
内
在
住
、
在
勤
者

▽
会
員
数
　
十
五
名

▽
申
込
先
　
東
和
苑
　
池
田
紀
元

㊨

（

2

9

3

）

　

4

1

1

9

緒
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
し
ま
し
ょ
う
。

さ
わ
や
か
は
汁
が
気
持
ち
い
い
で
す

よ
。
勤
労
者
体
蔚
セ
ン
タ
ー
で
緻
渇
を

し
て
い
ま
す
。

青
年
・
－
般
男
子
、
青
年
女
子

▽
敵
将
田
　
毎
週
水
馳
日
・
土
職
R

V
時
∴
樹
　
1
9
時
～
2
1
時
約
分

一
般
女
子
（
マ
マ
）

▽
練
習
日
　
毎
週
火
曜
日
・
金
拙
H
．

▽
時
　
間
　
1
9
時
－
2
1
時
0
0
分

∀
山
込
先
　
直
接
金
粉
に
お
い
で
い
た

だ
く
か
、
宮
原
∴
舘
へ
2

9
3
）
3
1
3
1
。

－

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

－

調
　
郷
土
文
化
研
究
会
　
一

関
　
郷
土
の
歴
史
や
文
化
に
心
ひ
か
れ
i

i
る
方
々
の
系
を
お
待
ち
し
て
い
ま
…

テ
o
行
諺
と
し
て
は
、
町
内
や
近
郊
調

盲
遺
跡
巡
り
や
調
査
、
さ
ら
に
発
曇

芸
等
を
随
時
行
い
ま
す
。
　
－

古
会
　
費
年
間
千
五
百
川
∴
“

寺
申
込
先
頭
生
常
吉
野
千
年
　
i

舘

（

2

9

3

）

0

4

2

5

一

▽
練
習
日

▽
時
　
間

∇
現
　
所

∇
対
　
象

∇
指
導
蹟

▽
締
切
日

▽
入
会
金

▽
会
∴
選

▽
申
込
先

毎
週
水
曜
日
・
土
曜
日

1
8
時
～
2
0
時

第
一
武
道
場

六
歳
－
中
学
三
年
生
ま
で

静
道
館
有
段
者
十
四
名

4
月
3
1
日
ま
で

千
円

月
千
円

遠
賀
川
　
力
丸
守
撃

舘

（

2

9

3

）

0

0

3

9

遠

賀

山

友

会

山
に
挑
み
、
自
然
を
求
め
て
遮
欲
的

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ダ
ン
　
ス

い
つ
で
も
、
ど
こ
舞
岡

で
も
、
た
れ
で
も
、
す

ぐ
に
踊
れ
る
、
や
さ

し
く
、
楽
し
い
踊
り
、

そ
れ
が
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
で
す
。

身
近
か
な
曲
に
合
わ

せ
て
身
体
を
動
か
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

番
…
…
稿
智
山
々
開
き
カ
ン
ト
リ
ー
レ

ー
ス
出
勤
、
新
人
会
員
歓
迎
キ
ャ
ン

プ
、
町
民
ハ
イ
キ
ン
グ
、
パ
ス
ハ
イ

ク
、
北
ア
ル
プ
ス
造
山

隼
・
…
・
家
族
キ
ャ
ン
プ
、
沢
凝
り
、
若

輩
り
、
ア
ル
プ
ス
登
山

秋
…
…
韮
礎
技
術
合
宿
、
パ
ス
ハ
イ
ク

紅
‥
撲
殺
山
、
観
月
キ
ャ
ン
プ

∇
例
会
田

▽
時
　
間

▽
現
∴
所

▽
会
　
費

∇
対
象
者

▽
間
合
先

毎
月
第
二
・
第
四
月
職
〓

1
9
時
～
2
1
時

公
民
館
別
館

二
千
四
百
円
（
年
会
費
ヽ

年
齢
・
性
別
は
闘
い
ま
せ

ん。上
別
肘
　
梅
田
典
子

昼
㊥
（
2
9
3
）
2
2
5
6

∇
申
込
先

破
舘
（
2
9
3
）
3
6
7
1

例
会
日
に
薗
接
会
場
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

冬
…
・
パ
ー

スキー、

▽
例
会
日

▽
時
　
間

▽
場
∴
所

▽
会
　
費

▽
会
員
数

▽
印
込
免

ハ
イ
ク
、
冬
山
技
術
合
宿

北
ア
ル
プ
ス
登
山

毎
月
第
一
・
第
三
木
雌
田

1
9
時
～
2
1
時
5
0
分

公
民
館
別
館

月
三
百
四

三
十
玉
名

出
生
津
　
石
田
妙
子

澄

（

2

9

3

）

3

0

0

9



第310号（5）重か釣の釘

急　い　で　も　　　き　ち　ん　と　見　ま　す　　み　き　ひ　だ　り
◇こどもからの募集◇

空
手
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

レ
　
ク
　
リ
　
ェ
　
ー
シ
　
ョ
　
ン
　
研
究
会

地
域
・
職
場
で
レ
ク
・
ボ
ラ
ン
テ
く
ア
と
し
て
活
動
し
て
く
れ
る
著
者
を
待

っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
い
っ
し
ょ
に
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
大
歓
迎
。

心
身
と
も
に
健
全
な
宵
少
年
の
育
成

を
目
的
に
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
次
の
と
お
り
空
手
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
練
習
日
　
毎
週
火
曜
日
・
木
曜
日

▽
時
　
間
　
1
9
時
～
約
時
0
0
分

▽
場
　
所
　
第
一
武
道
紛

▽
対
　
象
　
町
内
在
住
の
小
学
生
お
よ

び
中
学
生
に
限
る
。

∇
指
導
者
　
装
発
会
総
本
部
道
場
の
有

段
者

▽
申
込
先
　
教
育
委
員
会
内
　
半
田

論

（

2

9

3

）

1

3

5

5

m
　
重
職
同
聖
霊
∴
∴
調

㌻
例
会
日
毎
週
金
曹
一

関
▽
時
間
1
9
時
5
0
分
－
2
1
時
i

50分　　　－

㌻
場
所
公
民
館
製
職
∴
m

m

▽

会

費

千

四

　

　

一

…
∇
聞
合
先
　
新
町
　
谷
口
文
夫
…

調
∴
∴
∴
愈
2
9
3
）
÷

2
9
o
o

▽
場
　
所

▽
会
　
致

▽
間
合
先

▽
申
込
先

毎
月
第
二
第
三
月
聯
日

1
9
時
－
2
1
時

ゲ
ー
ム
、
歌
、
レ
ク
・
ダ

ン
ス
、
フ
ォ
ー
ク
・
ダ
ン

ス
、
社
交
ダ
ン
ス
、
ク
ラ

フ
ト
、
野
外
研
修
等

公
民
館
別
館

二
千
四
百
円
（
年
会
的
C

役
場
内
　
田
中
幸
男

街

（

2

9

3

）

1

2

3

4

例
会
田
に
薗
接
会
場
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

軟
式
テ
ニ
ス
部

あ
な
た
も
テ
ニ
ス
を
始
め
ま
せ
ん
か

経
験
に
か
か
わ
ら
ず
、
多
数
の
入
部
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

さ
つ
き
愛
好
会

こ
の
会
は
遠
賀
町
内
の
さ
つ
き
愛
好

者
の
集
ま
り
で
す
。

あ
な
た
も
さ
つ
き
を
育
て
て
み
ま
せ

ん
か
。
初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
い
た
し

ます。
▽
例
会
日
　
奇
数
月
の
第
二
日
曜
日

▽
時
　
間
　
1
4
時
－

▽
場
　
所
　
各
会
員
宅

▽
会
　
費
　
年
三
千
円

∇
申
込
先
　
役
場
内
　
商
　
敏
昭

衝

（

2

9

3

）

1

2

3

4

▽
絞
習
日
と
場
所

。
第
一
武
道
掘
　
月
曜
日
・
金
曜
日

o
第
二
武
道
場
　
火
曜
日
・
木
曜
日

▽
時
　
間
　
少
年
の
蔀
は
1
8
時
～
1
9
時

一
般
の
部
は
1
9
時
～
柳
鴨

▽
締
切
日
　
3
月
3
1
日

▽
申
込
先
　
4
月
1
日
　
（
金
）
1
8
時
に

第
一
武
道
場
に
集
合
。

▽
緻
割
田
・
時
間

土
曜
日
　
1
5
舵
∵
（

日
曜
日
　
1
3
時
－

▽
場
　
所
　
役
場
的
広
場

∇
対
　
象
　
1
8
歳
以
上
の
男
女

▽
会
　
費
　
三
百
円

▽
会
員
数
一
二
十
名

∇
申
込
先
　
宙
接
練
説
域
か
、
末
寺

小
川
和
明
∴
班
（
2
9
3

）
0
1
6
6

マ
マ
さ
ん
の
部

▽
紙
背
日
　
毎
週
火
曜
日
・
金
曜
日

∇
時
　
間
　
1
0
時
～
1
2
時

▽
賜
∴
所
　
役
場
前
臆
娼
・
松
の
本
コ

▽
会
　
費
　
三
百
円

▽
会
員
数
　
十
五
名

▽
由
込
先
∴
東
和
苑
∴
森
園
美
恵

稽

（

2

9

3

）

3

6

4

4

卓
　
球
　
ク
　
ラ
　
ブ

初
心
者
の
方
、
多
数
大
都
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▽
練
習
日
・
勘
所

醜
）
広
漠
小
義
休
憩

▽
時
　
間
　
1
9
時
5
0
分
－
2
1
時
5
0
分

∇
対
　
象
　
中
学
坐
以
上

▽
入
会
金
　
五
百
円

▽
会
　
費
　
月
三
百
円

▽
会
員
数
　
三
十
玉
名

▽
呼
込
飴
∴
密
接
会
場
か
、
遠
賀
川

萩
尾
修
身
　
舘
へ
2
9
3

）
0
1
1
6

硬
式
テ
ニ
ス
同
好
会

経
験
者
ま
た
は
、
テ
ニ
ス
を
始
め
た

い
万
、
多
数
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い

ます。
▽
練
習
日
　
毎
週
日
曜
日

▽
時
　
間
　
同
時
～
1
2
時

▽
甥
∴
所
　
松
の
木
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

V
巾
込
苑
－
面
接
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
か
、

遠
賀
川
　
金
子
　
懇
（
2

9

3

）

2

1

3

8



第310号　　　　　　　　　　　　　　食の西勉釘（6）

▽　▽　▽

国　会　入
込　　余
光　賞　金

衝兼用　千（動10毎
（和　千　五　4　労　時週
2　兆　五　百　月　者（水
9　　百　円　か　体12唖
3　榔IIJ　　ら　育　時　日
）木　　　　）　セ

3　　　　　　　　　ン

9　　　　　　　　　　タ

6　　　　　　　　i

競　う　の　は　　　ス　ピ　ー　ド　よ　り　も　　　よ　い　マ　ナ　ー

琴
・
三
昧
線
同
好
会

毎
週
火
悶
日
の
夕
べ
を
、
美
し
い
旋

律
の
中
で
豊
か
に
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

お
琴
と
二
一
味
線
が
あ
な
た
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▽
禰
昔
日
　
毎
週
火
即
日

∇
暗
　
闘
　
1
9
時
－

▽
揚
∴
所
　
公
民
館
別
館

▽
国
込
究
　
役
場
内
　
需
聞
俊
子

舘
（
2
9
3
）
　
1
2
3
4

3

　

日

　

体

　

操

3
B
体
操
は
、
ヨ
ガ
・
ジ
ャ
ズ
ダ
ン

ス
な
ど
を
取
り
入
れ
た
楽
し
い
体
操
で

す。
肩
こ
り
、
頭
稲
、
腹
筋
、
肥
満
、
ス

ト
レ
ス
解
消
な
ど
に
効
果
が
あ
り
ま

す。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

パ
ド
、
・
、
ン
ト
ン
は
、
誰
に
で
も
手
軽

に
始
め
ら
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

ス
マ
ー
ト
に
な
り
た
い
方
、
体
力
を

維
持
し
た
い
ガ
、
諾
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

発
散
さ
せ
た
い
方
、
一
度
練
脚
を
見
に

来
て
く
だ
さ
い
。

∇
練
滞
日
　
毎
週
火
聞
H
・
水
曜
日

▽
時
∴
胤
　
1
9
時
0
0
分
～
2
1
時
0
0
分

∇
捌
∴
所
。
鵜
木
小
学
校
体
育
館

V
会
　
費
　
月
千
円

▽
会
員
数
　
三
十
名

＞
申
込
先
　
浅
　
木
　
広
瀬
功
夫

澄

（

2

9

3

）

2

1

6

5

索
　
道
　
教
　
室

煎
茶
・
茶
道

圏

合
唱
団
・
吹
奏
楽
団

町
内
在
住
の
児
遜
・
生
徒
を
対
象
と

し
た
合
唱
団
・
吹
奏
楽
劇
貝
を
舞
楽
し

て
い
ま
す
。

多
数
の
大
樹
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す。⑲
合
唱
団

▽
例
会
出

▽
時
　
間

▽
鴇
∴
所

＞
例
会
‖

∀
時
∴
問

＞
硯
∴
所

▽
全
　
数

∀
対
∴
象

＞
申
込
先

申

火
曜
日
（
月
－
三
園
）

1
0
時
－
1
5
時

中
央
公
民
館
蒸
篭

三
千
円

男
女
年
齢
を
問
わ
ず

初
心
者
歓
迎

賂
洋
　
半
田
恵
美
子

館
（
2
9
3
）
　
4
5
2
5

V
練
習
日

▽
時
　
間

▽
揚
∴
所

＞
対
∴
象

▽
会
∴
牲

◎
吹
奏
楽
間

∇
練
習
日

∀
時
　
間

▽
場
　
所

▽
対
　
象

▽
会
　
費

▽
印
込
究

毎
週
士
職
臼

1
4
時
～
1
6
時

中
央
公
民
館

小
学
校
二
年
生
十
（
中
学
校

二
年
生
ま
で

父
兄
会
費
と
し
て
五
百
川

毎
週
土
曜
日

1
4
時
－
1
6
時

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

小
学
校
五
年
生
－
詣
楼
二

年
生
ま
で

父
兄
会
費
と
し
て
五
百
円

い
ず
れ
も
教
育
委
員
会
杜

教
育
課
　
㊧
（
2
9
3
）

．・⊥3－へ〕5

親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
を
求
め
て

読
書
グ
ル
ー
プ
加
入
の
お
す
す
め

昨
年
1
0
月
に
心
あ
る
お
母
さ
ん
万
の
熱
意
に
よ
っ
て
、
「
子
ど
も
の
説
密
を
考

え
る
母
親
の
会
」
が
作
ら
れ
、
多
く
の
方
々
の
輪
を
拡
げ
た
い
と
頼
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
し
て
子
ど
も
に
読
雷
の
す
ぼ
ら
し
さ
、
曹
び
を
お
か
ら
与
え
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

地
域
の
お
母
さ
ん
と
公
民
館
が
一
つ
に
な
っ
て
、
次
代
を
に
を
う
子
と
も
の
た

め
に
何
か
を
残
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
名
　
称
　
母
と
子
の
説
喜
グ
ル
ー
プ
　
「
茸
い
麦
」

▽
例
会
日
　
毎
月
第
一
・
第
三
金
曜
日
　
（
4
月
か
ら
）

▽
時
　
間
　
1
0
時
－
1
2
時

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館

▽
内
　
容

○
勉
強
会
（
幼
児
期
の
本
の
選
び
方
・
与
え
方
・
読
み
聞
か
せ
・
親
と
し
て
の

本
の
知
識
）

○
子
ど
も
と
の
遊
び
の
研
究

▽
会
　
鎖
　
月
一
．
一
百
円

▽
間
合
先
　
中
央
公
民
館
図
密
室

－
　
よ
い
子
の
み
な
さ
ん
、
左
の
絵
は
、
有
名
な
亜
話
の
さ
し
絵
で
す
。
さ
～

て
、
何
の
ね
話
か
わ
か
る
か
な
9
　
－



第310号（7）a四西の釘

丁
　
子
目
し

一
夜
で
咲
い
た
菜
の
花
畑

広
渡
の
八
剣
神
社
は
、
そ
の
昔
、
向
う
岸
の
立
屋
敷
か

ら
分
和
さ
れ
た
神
様
で
す
が
：
永
い
年
月
を
経
て
、
ご

神
殿
も
大
分
古
く
な
っ
て
荒
れ
て
し
ま
い
、
氏
子
た
ち

は
早
く
修
繕
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

あ
る
年
の
暮
、
二
、
三
日
前
か
ら
の
大
雨
で
遠
賀
川

の
水
か
さ
が
増
し
て
、
河
原
は
一
面
の
洪
水
に
な
り
、

心
配
で
夜
も
安
心
し
て
寂
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
翌
ろ
日
は
、
さ
し
も
の
雨
も
止
ん
で
、
川

の
水
も
少
し
つ
つ
減
り
は
じ
め
、
川
原
の
革
の
中
に
は

い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
流
れ
つ
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中

に
立
派
な
槍
の
材
木
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
に
気
か
つ

き
ま
し
た
。

村
の
人
々
は
、

「
こ
れ
は
き
っ
と
神
様
の
お
恵
み
だ
。
こ
の
材
木
で
、

古
く
な
っ
た
お
宮
を
修
理
し
よ
う
で
は
な
い
か
。
」

（
版
画
　
片
山
正
信
）

と
い
う
声
が
聞
え
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
村
人
た
ち
は
、
い
ろ
い
ろ
話
し
合
い
、
そ
の
材
木
を
近
く
の
畑
を
掘
っ
て
、
埋

め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
男
も
女
も
、
老
人
も
子
供
も
、
村
中
総
出
で
作
業
に
励
み
、
そ

の
日
の
う
ち
に
ど
う
に
か
材
木
を
埋
め
て
し
ま
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

け
れ
ど
も
そ
の
畑
は
、
誰
の
目
に
も
よ
く
わ
か
る
よ
う
な
新
し
い
土
の
色
を
し
て
い
た

の
で
す
。

そ
の
時
一
人
の
娘
さ
ん
が
、

「
そ
こ
に
業
を
植
え
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
」

と
言
い
ま
し
た
。

「
そ
れ
は
い
い
思
い
つ
き
だ
。
」

と
ば
か
り
、
村
人
た
ち
は
近
く
の
畑
か
ら
菜
の
宙
を

移
し
て
、
立
派
な
業
畑
に
変
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
し
て
村
人
た
ち
は
、
や
っ
と
安
心
し
て
、
ま
た
神

様
に
祈
り
ま
し
た
。

『
ど
う
か
あ
の
材
木
が
無
事
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
そ

し
て
お
宮
の
修
理
が
で
き
ま
す
よ
う
に
」
と
。

そ
の
翌
ろ
日
は
、
雲
一
つ
な
い
快
晴
の
お
天
気
で
し

た
。
麗
ら
か
な
陽
の
光
を
浴
び
て
、
こ
の
間
の
洪
水
な

ど
忘
れ
た
よ
う
な
美
し
い
村
々
の
姿
で
し
た
。

う
わ
さ
の
通
り
、
馬
に
乗
っ
た
お
役
人
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
ま
っ
白
い
大
根
の
花
や
、
黄
金
色
の
菜
の
花

が
、
明
る
い
太
陽
の
中
で
、
一
気
に
畔
さ
は
こ
っ
て
い

る
畑
の
ほ
と
り
を
通
り
す
ぎ
て
行
き
ま
し
た
。
何
率
も

誰
言
う
と
な
く
、
そ
う
言
い
合
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
ま
た
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
、

「
流
れ
着
い
た
材
木
は
、
上
流
の
も
の
だ
か
ら
、
お
役
人
が
調
べ
に
来
る
そ
。
」

な
か
っ
た
よ
う
に
。
村
人
た
ち
は
、
神
様
の
恵
み
を
感
謝
し
て
、
毎
年
こ
の
日
を
「
万
年

瑚
」
の
目
に
す
る
こ
と
を
き
め
ま
し
た
。

（
関
谷
　
高
）

すで代時る走で心うもは今
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勤労者体育センター
夜間讐理大募集

懇誌誌高　潔諌　郵機軸巾駆　寄

交通事故のご相談は

お気軽にどうぞ

無料でご椙談に応じております
9時30分～16時300（平日）

土曜日は正午まで

◎専門の椙議員が親身になってこ椙談に応じまも

⑥弁！置：撫眼目：観蛤種目1釦ト16鴫

社団法人日本損筈保険協会

小倉自動車保険寓求絹瑛センター
北九州市小倉北区紺屋町9－1

明治生命小倉ビル8暗　中命綱蓋夢精所内

c（521）2140（直通）（紳1）1531

t話のご鯛飯も£憂げします

笑　顔　の　注　意危　い　よ　　　や　さ　し　く　一　言

身
体
障
害
者
の

み
な
さ
ん
へ

◎
日
常
生
活
用
真
の給

付
・
貸
与

▽
給
付
対
象
　
身
体
陣
営
者
手
帳
二
級

以
上
の
惣
定
を
受
け
て
い

る
人

▽
給
付
用
具
∴
盲
人
用
能
事
、
聴
覚
隊

薯
者
用
自
覚
時
計
、
湯
沸

器
、
便
盤
、
外
金
十
九
用

具

∇
貸
与
用
具
∴
福
祉
範
鯨

▽
諦
切
目
　
昭
和
5
0
年
3
月
1
7
日
ま
で

▽
そ
の
他
　
客
用
典
こ
と
に
給
付
・
貸

与
要
件
あ
り

▽
申
込
光
　
役
場
想
祉
諌
福
祉
係

◎
椙
岡
原
職
員
真
果

▽
職
∴
稲
一
般
事
務

▽
採
用
予
定
数
　
六
名

▽
選
考
日
　
昭
和
5
0
年
3
月
2
7
日
（
照
）

▽
申
込
受
付
期
限
　
3
月
1
2
日
ま
で

▽
受
験
資
格
　
身
体
障
聾
者
手
帳
一
級

－
四
級
の
交
付
を
う
け
て
お
り
、
昭

和
2
8
年
4
月
2
日
～
昭
和
4
0
年
1
月

1
日
生
れ
の
者

詳
細
は
、
福
岡
県
入
部
蛮
風
会

館

0

9

2

（

6

4

1

）

3

8

8

3

「
青
少
年
リ
ー
ダ
ー

洋
上
セ
ミ
ナ
ー
」

団
員
募
集

「
攫
か
な
心
で
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
、
地
域
に
お
け
る
営
少
印

リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に

福
岡
県
、
督
少
年
団
体
遵
絶
協
議
会
の

主
催
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

▽
実
施
期
間
　
昭
和
5
8
年
5
月
1
3
日
－

1
6
日
ま
で
三
池
四
日

密▽勤
務日　
火曜日
－土脇
田

▽
時
　
間
　
1
7
時
～
2
1
時

賃
金
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
激
高

委
員
会
社
会
教
育
課
へ
ど
う
ぞ
。

▽
訊
問
光
　
東
京
都
（
晴
海
国
際
見
本

市
）
、
千
薬
県
（
テ
ィ
．
ス

ニ
ー
ラ
ン
ド
）

▽
研
修
内
密
　
o
船
内
研
修
＝
笹
沢
水

俣
氏
の
請
演
、
謡
例
発
表
、
地
域
別

研
修
等

。
訪
問
地
活
動

▽
参
加
負
担
金
　
三
万
二
千
円

∇
募
集
期
間
　
3
月
1
5
日
－
4
月
9
日

▽
申
込
資
格
i
　
幻
墟
以
上
0
0
議
未
満
の

男
女
で
、
将
来
活
発
な
地
域
活
動
が

期
待
で
き
る
者
、
学
出
は
不
可
、
波

間
学
坐
は
可

詳
細
に
つ
い
て
は
、
怨
同
県
背
少
時

団
体
連
絡
協
慈
会
　
館
0
9
2
（
6
4

1
）
4
7
4
0
へ
ど
う
ぞ
。

「
婦
人
問
題
を
考
え
る

福
岡
の
つ
と
い
」
開
催

国
際
婦
人
年
に
続
く
、
「
国
連
婦
人

の
十
年
」
の
最
終
年
を
二
年
後
に
控
え

福
岡
県
、
福
岡
婦
人
少
年
室
主
催
に
よ

る
第
3
5
回
婦
人
週
間
記
念
「
婦
人
問
題

を
考
え
ろ
福
岡
の
つ
ど
い
」
が
関
倣
さ

れ
ま
す
。

▽
日
∴
時
　
昭
和
5
0
年
4
月
1
3
日
（
水
）

1
3
時
－
1
6
時

▽
場
　
所
　
福
岡
県
庁
請
堂

∇
内
　
容
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
あ
ら
ゆ

る
分
野
へ
の
男
女
の
共
同

参
加
」
、
請
演
「
平
安
朝

文
学
を
創
造
し
あ
げ
た
女

流
作
家
た
ら
」
等

申
込
融
話
求
お
よ
び
聞
合
せ
は
、
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
へ
ど
う
ぞ
。

「
七
転
び
八
起
き
の
願
い
を
こ
め
て
」

0

0

見

事

　

な

一

刀

浅
木
小
学
校
の
用
務
員
と
し
て
勤
務

し
て
い
た
の
か
き
っ
か
け
で
、
退
職
後

も
同
校
卒
業
生
に
毎
年
ダ
ル
マ
の
一
刀

彫
り
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
る
墳
さ

ん。
今
年
も
、
百
三
人
の
卒
業
生
に
送
る

た
め
一
月
末
か
ら
彫
り
始
め
、
写
真
の

よ
う
に
り
っ
は
な
ダ
ル
マ
が
出
来
あ
が

り
ま
し
た
。

ノ
ミ
を
片
手
に
1
0
億
－
1
5
億
の
ク
ル

マ
を
餅
か
に
彫
る
塊
さ
ん
は
、
「
人
生

七
転
び
八
起
き
の
言
薬
が
大
好
き
で

す
。
ダ
ル
マ
の
厳
し
い
顔
の
中
で
、
大

切
な
の
は
目
で
す
。
気
分
の
悪
い
時
や

身
体
の
調
子
が
悪
い
時
に
は
魂
の
入
ら

な
い
ダ
ル
マ
は
作
り
ま
せ
ん
。
卒
業
伐

彫
り
　
の
　
ダ
　
ル
　
マ
　
0
0

浅

木

の

境

幹

さ

ん

の
み
な
さ
ん
ダ
ル
マ
の
よ
う
に
た
く
ま

し
く
人
佐
吉
二
葉
切
っ
て
く
だ
さ
い
。
」

と
、
謡
し
て
い
ま
し
た
。
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と　す　る　よ　り　　待　つ　ゆ　と　りむ　り　を　し　て

確
定
申
告
を
間
違
え
た
と
き

慧
薬
駕
富
豪

確
定
山
雀
も
終
わ
り
、
ホ
ッ
ト
し

て
申
告
書
を
眺
め
て
い
た
ら
、
計
算

樹
通
い
を
発
見
…
…
。

こ
の
よ
う
に
、
印
告
蕾
を
提
出
し

た
あ
と
で
、
計
算
遠
い
な
ど
申
告
内

容
の
間
違
い
を
見
つ
け
た
と
き
は
、

そ
れ
を
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す。
そ
こ
で
、
確
定
申
告
が
間
遜
っ
て

い
た
と
き
の
訂
正
の
手
続
き
な
ど
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

∧
纏
額
を
少
な
く

申
告
し
て
い
た
と
き
∨

申
告
し
た
税
額
が
少
な
か
っ
た
こ

と
を
、
申
告
後
に
気
付
い
た
と
き
は

「
修
正
申
告
」
を
し
て
く
だ
さ
い
。

修
正
申
告
は
、
税
務
署
か
ら
「
更

正
」
　
（
税
務
署
の
調
査
に
よ
り
、
新

た
に
納
め
る
税
額
が
通
知
さ
れ
る
）

を
受
け
る
ま
で
は
、
い
つ
で
も
で
き

ま
す
。
し
か
し
、
な
る
べ
く
早
く
申

告
す
る
ほ
う
が
有
利
で
す
。

税
務
署
の
調
査
を
受
け
た
後
で
修

正
申
告
を
し
た
り
、
更
正
を
受
け
た

り
す
る
と
、
新
た
に
納
め
る
税
額
の

ほ
か
に
、
そ
の
税
額
の
五
％
の
過
少

申
告
加
算
税
が
か
か
り
ま
す
。
た
だ

し
、
調
査
を
受
け
ろ
前
に
自
主
的
に

修
正
脚
色
し
た
場
合
は
、
過
少
由
佳

加
算
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
修
正
的

告
に
よ
っ
て
納
め
ろ
こ
と
と
な
る
税

金
は
、
巾
告
蕾
を
提
出
す
る
日
に
納

め
ろ
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

∧
税
額
を
多
く

申
告
し
て
い
た
と
き
∨

同
色
し
た
税
額
が
多
か
っ
た
こ
と

を
、
申
告
後
に
気
付
い
た
と
き
は
「

更
生
の
請
求
」
を
す
る
こ
と
が
で
き

ます。更
生
の
講
求
が
で
き
ろ
期
間
は
、

申
告
期
限
か
ら
一
年
間
。
で
す
か
ら

脚
和
印
年
分
の
更
生
の
請
求
が
で
き

ろ
の
は
、
賦
和
5
0
年
の
3
月
ま
で
で

す。
更
生
の
話
求
が
出
さ
れ
る
と
、
税

務
署
で
は
そ
の
内
容
を
検
討
し
、
駒

求
が
正
当
な
場
合
は
、
納
め
過
ぎ
た

税
金
が
避
付
さ
れ
ま
す
。

∧
確
定
申
告
を

忘
れ
て
い
た
と
き
∨

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
が
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
さ

は
、
「
期
限
後
申
告
」
を
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
期
限
後
申
告
は
税
務
螺
か

ら
一
決
定
L
r
税
務
器
の
調
禿
に
よ
り
、

納
め
ろ
税
額
が
通
知
さ
れ
る
）
を
受

け
る
ま
で
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
な
る
べ
く
早
く
巾
告
す

る
ほ
う
が
有
利
で
す
。
そ
れ
は
、
「

修
正
印
告
」
の
勘
合
と
同
様
で
、
税

務
薯
の
調
査
を
受
け
た
後
で
期
限
後

時
告
を
し
た
り
、
決
定
を
受
け
た
り

す
る
と
納
め
ろ
説
頬
の
ほ
か
に
、
そ

の
税
額
の
一
〇
％
の
無
申
告
加
算
税

が
か
か
る
か
ら
で
す
。
た
だ
し
、
調

査
を
受
け
ろ
前
に
周
智
を
し
た
場
合

は
、
無
申
告
加
算
税
は
五
％
で
済
み

ます。期
限
後
用
件
に
よ
っ
て
納
め
る
こ

と
と
な
る
税
金
は
、
期
限
後
由
薯
欝

を
提
出
す
る
日
に
納
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。◇

　
　
　
　
　
◇

修
正
申
告
や
期
限
後
廟
堂
、
更
生

の
話
求
を
す
る
た
め
の
用
紙
は
税
務

署
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

手
続
き
な
ど
分
か
ら
な
い
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
諾
松
税
務
署
　
館
（
1

6
1
）
2
5
3
6
に
ご
相
談
く
だ
さ

近
所
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

何
か
と
い
そ
が
し

い
現
代
鮭
活
、
家
を

あ
け
る
機
会
も
多
い
も
の
で
す
。
し
た

が
っ
て
、
カ
ギ
ッ
子
、
老
人
だ
け
の
留

守
番
家
庭
が
増
え
、
そ
れ
に
比
例
し
て

子
根
の
火
遊
び
に
よ
る
火
災
や
老
人
の

焼
死
郵
政
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
と

い
う
こ
と
か
ら
、
日
頃
の
隣
近
所
と
の

お
っ
き
あ
い
も
、
防
火
に
は
か
か
せ
な

い
大
切
な
襲
紫
で
す
。
「
お
は
よ
う
」

「
こ
ん
に
ち
は
」
。
こ
の
よ
う
な
「
ち

ょ
っ
と
し
た
心
の
ふ
れ
あ
い
」
が
家
族

の
坐
命
や
財
産
を
守
る
こ
と
に
な
り
ま

す。
こ
れ
だ
け
は

▽
隣
の
へ
ん
な
に
お
い
、
わ
ず
か
な

短
、
変
っ
た
晋
な
ど
す
ぐ
知
ら
せ
確
か

めろ。▽
外
出
す
る
と
き
は
、
隣
近
所
に
声

を
か
け
、
ま
た
留
守
の
家
は
、
隣
の
人

た
ち
で
気
を
つ
け
あ
う
。

防
火
の
チ
ェ
ッ
ク

つ
ざ
つ
ぎ
に
新
し
い
型
の
悩
気
・
ガ

ス
耕
具
、
そ
れ
に
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
、
ヘ
ア
ス
プ
レ
ー
、
殺
虫

剤
、
塗
料
な
ど
の
石
油
器
具
や
製
品
が

生
活
の
中
に
入
っ
て
き
ま
す
。

は
た
し
て
安
全
に
使
い
こ
な
せ
る
で

し
ょ
う
か
…
…
…
・
。
使
う
ま
え
に
は

に
四
チ
ェ
ッ
ク
を
実
行
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
チ
ェ

ッ
ク
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
習
慣
づ

け
が
塑
ま
し
い
の
で
す
。

口
勘
所
は
危
険
で
は
な
い
か
～
付
近

に
燃
え
や
す
い
も
の
は
な
い
か
。

□
器
具
は
安
全
か
～
故
障
し
て
い
な

い
か
、
調
整
は
よ
い
か
。

口
使
い
方
は
正
し
い
か
ー
説
明
戦
を

よ
く
読
ん
で
。

ロ
あ
と
始
末
は
完
全
か
～
も
う
一
皮

確
か
め
ろ
。

管
内
火
災
・
救
急
件
数

1
月
か
ら
1
月
末
ま
で
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Vi∴∴▽　▽　▽
肉　　薄対場

参　象
怨∴∴晶　者新

入　新　す　帥　妊　役　く
浴　生　る　鑑産甥　だ
指児人（姉保　さ
導　の　の偽∴∴使い

扱　み　手　　堅　○
い　）手

万　　帳
を

受
領

国

芙蓉（出生津826番地の56）

庭瀬　正和くん

（薫製さんの瑚）
昭和57年8月5日生

僕は、パパと一緒のお園

呂が大好き。パチャパチャ

お湯をかけると、パパは大

菖び。僕が新しい事を覚え
ると、パパ、ママ大きわざ

です。マサカズ　…・元矧こ

育て！／

中火（喰渡1899番地の21

永田　一輝くん

（環芋さんの鰯）
昭和57年8月15日生

学問でも、スポーツでも

芸術でも何でも良いけれど

人よりは何かひとつキうり

と光るものを身につけてほ

しい。そして思いやりのあ

る優しい人間に育ってほし

いと願っています。

9日一〇〇iIlilttIiili○○”Ilu“○…一〇〇…00川…○…○○…ItOi…〃●

む　り　　あせ　り　　お　ご　り　　たかぶ　り　　命と　り

備
鰹
衝
圃
蛙
の
絹
江
u
謬

子
宮
ガ
ン

検
診
申
込
み
受
付
中

た
だ
今
、
役
現
保
健
衛
生
係
窓
口
で

受
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

検
診
日
は
、
子
宮
ガ
ン
検
診
3
月
1
6

日
（
水
）
、
3
月
2
8
日
　
へ
月
）
、
3
月

3
0
日
（
水
）
　
で
す
。

な
お
、
聞
ガ
ン
検
診
は
、
定
員
に
な

h
ノ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
前
納
に
つ
い
て
は
、
2
月

2
5
日
ぢ
広
搬
九
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

一
歳
六
カ
月
児
検
診

㊥
期
　
日
　
3
月
2
2
日
（
火
）

▽
時
　
間
　
9
時
釦
分
ま
で
に
お
い
で

◎
捌
∴
口
∴
3
月
1
8
日
（
金
）

受
付
　
1
3
時
1
0
分
－
1
4
時

検
診
　
1
3
時
0
0
分
（

中
央
公
民
館

一
哉
六
カ
月
～
一
載
八
カ

月
児
（
昭
和
粥
年
1
月
～

9
月
生
）

身
体
測
定
、
保
健
娼
導
、

診
察
（
内
科
、
歯
科
）

母
子
手
帳
、
検
診
察

無
料

品
田
R
g
相
田

吐
い
た
後
は
ま
ず
体
を
休
め
る

胸
か
ら
み
ぞ
お
ち
に
か
け
て
気
持

ち
が
悪
く
な
り
、
ム
カ
ム
カ
す
る
状

態
を
吐
き
気
と
い
い
、
宙
袋
の
中
身

を
吐
き
出
し
て
し
ま
う
の
を
嘔
吐
と

い
い
分
け
ま
す
。

神
経
過
敏
な
人
は
、
汚
な
い
物
や

気
味
の
憩
い
も
の
、
さ
ら
い
な
も
の

な
ど
を
見
た
だ
け
で
、
吐
き
気
を
感

じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ち

ょ
っ
と
し
た
食
あ
た
り
や
車
酔
い
、

船
酔
い
な
ど
を
起
こ
し
た
時
な
ど
に

も
よ
く
起
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
一
時

的
な
は
き
気
や
嘔
吐
は
、
ま
ず
心
配

な
い
と
い
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

吐
け
ば
、
む
し
ろ
前
は
す
っ
き
り

し
ま
す
か
ら
、
吐
き
た
く
て
詳
し
い

時
は
、
指
を
の
ど
に
突
っ
込
ん
で
吐

き
出
し
て
し
ま
う
の
か
無
難
で
す
。

水
分
を
と
っ
て
指
を
突
っ
込
む
と
、

吐
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

吐
く
と
全
身
的
に
消
託
し
ま
す
か

ら
、
吐
い
た
後
は
体
を
休
め
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

は
き
気
や
嘔
吐
が
、
し
よ
っ
中
、

し
か
も
持
続
的
に
起
こ
る
場
合
は
、

つ
ね
り
な
ど
を
除
け
ば
、
一
応
、
体

の
ど
こ
か
が
憩
い
と
考
え
ら
れ
ま
す

盲
腸
（
虫
垂
炎
）
　
の
場
合
は
、
腹

篇
－
熱
d
ラ
メ

鵬
や
発
熱
を
と
も
な
っ
て
は
き
気
を

生
じ
ま
す
。
そ
の
他
、
は
き
気
や
嘔

吐
の
原
因
と
し
て
は
、
宙
ガ
ン
、
宙

た
ん
o
i
．
∴
∴
∴
－
亨
へ
　
ー

か
い
よ
う
、
胆
遜
炎
、
胆
石
脆
、
肝

炎
な
ど
緊
急
を
要
す
ろ
病
気
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
か
ら
、
お
か
し
い
と

感
じ
た
ら
迷
わ
ず
医
師
に
診
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
は
感
官
や
消
化
不
良
、
自

家
中
毒
な
ど
で
も
、
よ
く
吐
き
ま
す

と
く
に
高
熱
が
出
や
す
い
子
ど
も
は

吐
き
や
す
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、
下

痢
を
と
も
な
い
体
外
に
出
す
水
分
の

壷
が
多
い
場
合
は
、
脱
水
症
に
な
る

危
険
が
あ
り
ま
す
の
で
、
水
分
の
補

給
に
注
慈
し
ま
し
ょ
う
。
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応
急
手
当
の
知
識
（
最
終
回
）

救
急
車
の
正
し
い
利
用

交
通
部
故
や
急
病
な
ど
思
わ
ぬ
耶

態
に
出
合
っ
た
と
き
、
応
急
手
当
て

の
知
識
が
役
に
立
つ
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
応
急
手
当
て
だ
け
で
不
十
分

は
場
合
は
、
か
か
り
つ
け
の
匪
師
な

ど
の
診
察
を
受
け
る
必
製
が
あ
り
ま

す。
病
院
に
か
け
つ
け
る
と
き
、
タ
ク

シ
ー
や
マ
イ
カ
ー
を
利
用
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
緊
急
の
場

合
は
、
救
急
車
の
助
け
を
借
り
る
の

か
よ
い
で
し
ょ
う
。

＜
救
急
章
を
呼
ぶ
前
に
V

一
一
九
番
を
回
す
調
に
、
救
急
疎

が
本
当
に
必
要
か
ど
う
か
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。
次
の
よ
う
な
人
は
救
急

車
の
利
用
を
見
合
わ
せ
て
く
だ
さ

∇
緊
急
に
逆
ぷ
必
要
の
な
い
人

▽
家
庭
内
な
ど
で
起
こ
っ
た
郵
政
や

病
気
で
、
タ
ク
シ
ー
や
マ
イ
カ
ー

を
使
っ
て
運
べ
る
人

▽
伝
染
病
や
梢
祁
病
の
診
繁
ま
た
は

治
按
を
受
け
ろ
人
（
ま
ず
、
保
健

所
へ
連
絡
し
ま
し
ょ
う
）

▽
酒
を
飲
ん
で
酔
っ
て
い
ろ
だ
け
の

人∧
救
急
軍
を
呼
ぶ
と
き
V

一
一
九
番
が
通
じ
た
ら
、
次
の
こ

と
を
落
ち
揖
い
て
知
ら
せ
ま
し
ょ

ーつ。

①
「
救
急
」
と
「
火
災
」
の
直
別

（
一
一
九
罪
は
、
救
急
車
を
呼
ぶ

た
め
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

⑪
果
て
欲
し
い
勘
所
の
極
所
と
、

そ
の
日
挟
と
な
る
建
物
な
ど
（
自

宅
の
確
証
H
に
は
住
所
を
背
い
て

お
く
と
便
利
で
す
）

⑨
事
故
や
病
気
の
輔
翻

④
患
者
の
数
、
年
齢
、
性
別

⑥
患
者
の
容
態
（
達
識
が
な
い
、

呼
吸
が
な
い
な
ど
）

＜
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
∨

救
急
坤
が
到
泊
す
る
ま
で
に
で
き

れ
ば
次
の
こ
と
を
行
っ
て
く
だ
さ

い。▽
必
吸
な
応
急
手
当
て
を
続
け
る

▽
保
険
証
を
準
傭
す
る
。

＞
救
急
串
を
誘
導
す
る
た
め
に
表
通

り
に
出
ろ
。

な
お
、
か
か
り
つ
け
の
探
聞
に
巡

絡
す
る
必
要
の
あ
る
病
気
の
場
合
は

す
ぐ
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

∧
救
急
車
が
到
着
し
た
ら
V

救
急
車
が
到
激
し
た
ら
、
救
急
隊

員
に
次
の
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ

子
宮
ガ
ン
検
診
の
す
す
め

折
尾
田
中
産
婦
人
科
　
田
　
中
　
壮
　
介

▽
到
弟
す
る
ま
で
の
患
者
の
容
態

∇
施
し
た
応
急
手
当
の
困
容

▽
持
病
が
あ
れ
は
そ
の
浦
名

∀
巡
約
の
と
れ
た
舶
院
の
名

消
防
詔
で
は
、
訓
練
を
受
け
た
専

門
の
知
識
を
持
つ
救
急
隊
員
が
二
上

川
時
間
い
つ
で
も
出
動
で
き
る
態
甥

を
と
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の

尖
酷
に
も
と
づ
い
た
出
動
古
画
を
事

前
に
克
て
る
な
ど
し
て
、
よ
り
速

く
、
効
果
的
な
活
動
が
で
き
る
よ
う

胡
弗
と
訓
練
を
寵
ね
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
碕
と
い
っ
て
も
患
者
の

生
命
を
寿
右
す
る
の
は
、
救
急
華
が

到
邦
す
る
ま
で
に
施
す
応
急
手
当
て

で
す
。
消
防
譜
、
日
本
赤
上
手
社
な

ど
で
行
っ
て
い
る
誰
溜
会
に
秋
郁
的

に
参
加
し
、
正
し
い
応
急
手
当
て
を

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

子
宮
ガ
ン
の
予
防
の
方
法
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

急
性
伝
染
病
に
お
け
る
予
防
注
射
の

よ
う
な
有
効
な
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
世
界
の
没
撃
調
諦
に
よ
り
次
の
よ

う
な
事
実
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

用
身
体
の
消
潔
度
と
関
係
が
あ
り
ま

す
。
身
体
を
洗
う
水
や
滋
個
に
乏
し
い

ア
ジ
ア
、
幅
米
、
ア
ワ
リ
カ
で
は
多

日
本
で
も
シ
ャ
ワ
ー
や
駄
目
の
な
い

家
庭
に
は
子
宮
ガ
ン
が
多
く
発
見
さ
れ

ます。㈲
初
体
験
の
年
齢
の
訓
い
人
、
男
性

旭
鵬
の
多
い
人
、
性
生
活
の
激
し
い
人

さ
ら
に
、
売
春
す
る
人
に
多
い
。

㈲
鮭
溝
と
関
係
が
淡
い
－
宗
教
的
戒

律
で
薄
潔
を
依
っ
て
い
る
ユ
ダ
ヤ
教

彼
、
風
教
従
、
あ
る
い
は
婚
間
交
渉
、

婚
外
交
渉
を
厳
し
く
禁
じ
て
い
ろ
モ
ル

モ
ン
教
彼
で
は
子
宮
ガ
ン
は
搾
し
く
少

ない。母
性
変
調
に
入
浴
す
る
購
入
に
は
、

案
外
と
す
寓
ガ
ン
が
少
な
い
。

㈲
間
製
を
子
持
ガ
ン
で
亡
く
し
た
男

性
と
啓
婚
し
た
女
樵
に
は
、
千
倍
ガ
ン

が
非
筋
に
多
い
。
こ
れ
ら
の
統
語
－
よ
り

子
脅
ガ
ン
は
、
女
性
の
ち
ょ
っ
と
し
た

温
達
に
よ
り
予
防
で
き
る
し
、
ま
た
男

性
の
子
宮
ガ
ン
へ
の
関
心
と
協
力
が
必

製
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

そ
の
外
に
新
し
い
請
報
は
あ
り
ま
せ

んか。了
寓
ガ
ン
の
定
期
検
診
を
受
け
て
い

る
購
入
に
は
ガ
ン
は
少
な
い
。
更
に
発

ガ
ン
し
て
も
、
第
一
期
ガ
ン
の
面
の
段

階
で
あ
る
、
0
期
ガ
ン
よ
り
は
進
ま
な

い
と
い
う
事
が
日
本
の
掌
者
に
よ
り
証

明
さ
れ
ま
し
た
。

子
宮
ガ
ン
の
早
期
発
見
の
方
法
が
一

方
で
は
予
防
的
効
果
を
上
げ
る
と
い
う

事
は
全
く
興
味
あ
る
事
実
で
す
ね
。
そ

れ
は
ど
う
い
う
理
由
に
よ
る
の
で
し
ょ

うか。私
個
人
の
見
解
で
す
が
　
・

用
検
診
に
陳
し
子
持
ガ
ン
の
好
兆
部

位
で
あ
る
子
営
口
を
綿
棒
や
へ
う
で
か

き
と
る
こ
と
が
、
ガ
ン
の
芽
を
掴
み
取

る
こ
と
に
な
る
の
で
な
い
か
と
思
わ
れ

ます。㈲
一
年
三
園
の
定
期
検
診
を
励
行
さ

れ
る
よ
う
な
心
掛
け
の
よ
い
姐
人
は
、

恐
ら
く
身
体
は
清
潔
に
し
、
品
行
方
誼

で
、
大
輔
生
活
も
節
度
を
保
ち
、
ま
き

か
性
病
に
か
か
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い

と
思
わ
れ
る
か
ら
で
す
。
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3月下期の遠賀町主要行事

日 �回行　頭　内　容 ��時　間「実施会場 ��担当課名 �日的及び主な対象等I詳細 

吊宮ガン検診申込受付中 lj‾‾‘‾‾‾‾－‾‾‾ i！子宙∴ガン検診 ∴「、∴∴∴ 浅春小孝枝卒業式 ���1 18：30－17：00 �役場保健衛 生係窓口 � � ��2月25日号 

9：30－∴∴∴…中央公民館 　　　i ��住∴凪∴謀 �申込二 �のみ � 

10：00－ � � �卒業 （男 �定着91名 名女44名） � 

10：00－ �体　蕎∴館 �学∴務∴課 � �� 

10：00－－ 8：40～ �体　育　館 � � �� 

17 �木 � �� ��日込者のみ �� 

家段数　青単　級（6 � �中央公民館 � � �� 

休　講協会　珊∵部　会 � �中央公民館 � �理事 

1 �金 � � �中央公民館 � �帰順6カ月－1郎ヵ月目0ページ 

20 �日 � � �体　育　館 � � �� 

22 �火車　同　相　談 ��9：30 �役場保健室 � �母子 � �10ページ 

23 � � �8：40－ � � �申込 �のみ � 

説明会 ��13；00一　幸公聴 �� �避賀 一般 �挙立候補予定者 � 

24 �I 占 �家庭教育学級（7申0－12言 　　1 ��中央公民館 �社会教育課 � �� 13：00－16車髄別封 ��福　祉　課 �紫綬羅響料でi 

27 �日 � � �　I 広漠小学校） 体育館「 �社会教育課日脚切は3月19日まで（2ページ 

28 �月 �子　常∴ガ　ン　検　診 �9：30－－ �中央公輔車民当 　　　i ��瞳のみ　I 

30 �巨孟宗脚。替えト：00－16：30 ���役般関車祉謀惇詣翳幣脚 ����2ページ i水 �i子　皆∴ガ　ン　検　診 �】 19：30－ �中央公民館 �住　民　課 �申込者のみ ��－ 

家庭　教育学級（8） �占30＿12：00 �中央公民館 � �家庭教育学級雄 �� 

31 �∴∴∴∴∴∴ ��：言∴言：…・ ��稲　祉　離 � ��2一、－㌧ 

シートベルトに　ヘルメットしめて　安心かぶって安全


